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公害と環境保全
名前

月 日

今
日
の
問
い

公害をどう防ぎ、環境を守る社会をどうつくってきたのだろう。
左の問いに答えるつもりで、右のノートの下線に語句を書こう。最後に「まとめ」で今日の問いに答えよう。

問い・キーワード ノート　下線に語句を書こう

1 日本は公害にどう対応
してきたか。
公害 → 法律・環境庁

高度経済成長の時期に が各地で起こり、水俣病・新潟水俣病・四日市ぜんそ

く・イタイイタイ病の は裁判で争われた。1993年に

が定められ、開発前に影響を調べる

も行われる。

2 資源を大切にする社会
とはどんな社会か。
リデュース・リユース・リサイ

クル

資源をくり返し使い、ごみを減らす社会を という。ごみになる物を

減らす 、くり返し使う 、資源として再利用する

の三つの取り組みが基本である。

四大公害病を4つ言える 公害対策の流れがわかる 3Rの意味を説明できる できた / 8

公害
1

四大公害病
2

環境基本法
3

環境アセスメント
4

循環型社会
5

リデュース
6

リユース
7

リサイクル
8

今日の問いに答えよう。「環境基本法」「循環型社会」の2語を使って、2文で書きなさい。

まとめ

(例)公害の経験から、1993年に環境基本法が定められ、環境を守る取り組みが進められた。現在は、リデュース・リユー

ス・リサイクルを進めて循環型社会をめざしている。
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